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"そもそもプーチンはあまたの後継者候補の中から、なぜメドベージェフを選んだのか？そ

れは先ほど申しあげたように、彼が一番自分の路線を忠実に継続してくれる人物だろうとい

うことです。これは、政治家として当然ですね｡"(p2） 

 

"いま、米国とロシアは非常に対照的だと思いますね。今後、オバマ民主党候補が米大統領

に当選するか、しないかは別にして、オバマの選挙スローガンは｢チェンジ(変革)｣ですが、

ロシアのほとんどの人々が望んでいるのは｢チェンジ｣ではなくて｢コンティニュイティー

(継続)｣です｡"(p3） 

 

“メドベージェフは今後、己の独自色を出すだろうか？これは、私どもが一番関心のある問

いです。メドベージェフはリベラルであるという説がある。ここに期待をかける見解が内外

を問わず存在する。私はこれには大きな疑問符をつける１人です｡”(p6） 

 

"たしかに、彼(プーチン)の権力は強大。が、強大な権力を持っているからといって、日本

が望むような外交をしてくれるような人物ではない。したがって、短期的にはほとんど日本

にはチャンスも希望もない。そういうときにこちらのほうから動き出すのは、外交的に愚の

骨頂である｡"(p10） 
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ロシアでは、今年５月７～８日にかけてメド

ベージェフ・プーチンの２頭体制(あるいは双
頭体制、タンデムの政権)が成立しました。は
や１ヶ月がたとうとしております。私の関心は、

特にメドベージェフ大統領が洞爺湖サミット

にいらっしゃるに当たり、この政権をどうみた

らいいのかということにあります。 
 ちょっと水をかけるようですけれども、私は、

今回洞爺湖であまり同大統領を追いかけ回し

ても、新機軸の発言を聞くことはできないので

はないか。もう少し時が経ってから追いかけ回

すのがいいのではないか。こういうことを、日

本の非常に好奇心あふれるジャーナリストの

方々に申しあげたいと、生意気にも思うわけで

ございます。 
 それはさておきまして、ロシアの新政権は一

種のねじれ現象を起こしています。憲法上は大

統領が圧倒的な権限を持って上位に立つのだ

から、メドベージェフ氏が上位に立つわけです。

けれども、それは｢デジューレ(憲法上、あるい
は政治制度上)｣のことであって、｢デファクト｣
つまり実権はプーチン氏が握っているという

こと。これはもうほとんど常識と言っていいと

思います。 
 我々にとっての問題は、このような、ある意

味で不自然な、憲法に反するというか、法制度

に反する状態がいつまで続くか――という時

間に絡んだ質問だと思います。 
 
年齢差の意味 

 おさらいしますと、両人の間には次のような

関係がございます。まず年齢差。メドベージェ

フは 42 歳で、プーチンの 55 歳とは一回り以
上若い。この二人の関係を「父と子」という、

有名なツルゲーネフやドストエフスキーの小

説に出てくる問題。あるいは、イワン雷帝の息

子殺しの例に当てはめるのはちょっと極端な

例かもしれませんが、少なくとも兄弟以上の差

が離れている。 
 ことしの３月に、モスクワで、私のテーブル

の横坐りました、有名なドミトリー・トレーニ

ンというロシアの研究者は、私に対して、そう

いう心配は全くないんだ、と言いました。とい

うのは、本当に血が通った親子ではない。むし

ろ｢選んだ父と子｣である。つまり、木村さんの

言う父と子の例を自分が仮にアクセプトする

場合でも、プーチンはメドベージェフを一種の

養子のように思っている。自分のあとを継いで

くれるだろうと思って見込んだ息子。血縁関係

が非常にデリケートで、近親相姦のような関係

にある親子関係に見立てるのはおかしいとい

うわけです。自分が望んだ、一応他人の中から

選んだ息子であるから、彼を育てて、彼に自分

の後継者になってほしいという思いが非常に

強い。プーチンもいずれはメドベージェフに権

力を譲って、自分は次第にフェードアウトして

いくことを考えているに違いない。プーチンが

２０１２年とか１６年にもう一度、大統領に復

帰するということは考えていない――トレー

ニンは、こう言っておりました。 
しかし、それはきょうのお話全体で申しあげ

ますけれども、私に聞かせ、私に日本のメディ

アの方々に伝えさせようと思うクレムリン寄

りの意見だと、私は思います。 
 同じカーネギー・モスクワ・センターに勤め

ているリリヤ・シェフツォーバの意見などは全

く正反対です。あるいは、それ以外の政治学者、

社会学者の見方も全く違う。私の意見に近い。

プーチンは、自分がもう一度大統領ポストに戻

ってくることを考えて、一番御しやすい人物、

自分が「譲れ」といえば権力を譲る、一番おと

なしい人物のメドベージェフを選んだという

私の持論に近い考えの持ち主もロシアにいる

のです。 
 しかしクレムリンの中のいわゆるリベラル

な人の中には、希望的観測を混えてプーチンと

メドベージェフの関係を、｢温かく｣といいます

か、自分がそうなってくれていればいいなと思

いながらみているようです。けれども私はどっ

こい、どっこい、プーチンという人はそんなリ

ベラルな人の希望的観測を実現するような柔

な人物ではないと思っています。それがこの１

～２ヶ月の彼の言動によっても証明されてい

ると思います。 
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 以上が、私の中心テーマでございます。次に

進みます。メドベージェフとプーチンとの間に

は、１７年間にわたる上司と部下との関係があ

って、これは非常に大きいと思います。ロシア

語には敬称「あなた」ということと、「おまえ」

という言葉―トィ（Tbl）、ヴィ（Bbl）などが
ありますね。これらを使うならば、プーチンは

メドベージェフに対して｢トィ｣を使っても、メ

ドベージェフはプーチンに対していまだに｢ト

ィ｣という言葉は使わないのではないかと思い

ます。私は二人の会話を聞いたわけではありま

せんが、多分そうじゃないか。二人は、１７年

間同じ職場でほとんど上司と部下との関係で

あった。 
 
プーチンへの｢恩義｣ 

 ３番目には、｢プーチンが何を差しおいても

自分を選んでくれた｣とメドベージェフが考え

ていることです。後継者は、メドベージェフに

初めから決まっていたわけではない。セルゲ

イ・イワノフ元国防相とか、ズプコフとかソビ

ャーニンとか、いろいろいる後継者の中から、

最後の段階で自分を選んでくれた。この｢恩義｣

は大きいと思いますね。そのことも手伝って、

メドベージェフは人間的にも路線的にもプー

チンを裏切りにくくなるのではないかと思い

ます。 
 プーチン自身が、政策のうえで事実上エリツ

ィンを裏切ったではないか。こういうことはい

えると思います。それは人間的なところまでは

裏切ることなく、エリツィンは初代大統領とし

て、一応無事に畳のうえでというとおかしいで

すけど、死んでいったわけです。     
その次に権力基盤の差が大きいということ

もあります。よくいわれているように、プーチ

ンは「シロビキ」の代表的な人物といってもい

い。ＫＧＢの中佐から大佐でした。メドベージ

ェフは「シロビキ」とはほとんど関係がない。

あえてそれにもじっていいますと、「シビリキ」

といわれるぐらいなのです。｢シビリアン｣のシ

ビリキ、つまり｢市民派｣です。ですからメドベ

ージェフは権力基盤が弱い。 

 だから、ここからプーチンが、権力基盤が弱

くてシロビキには特に弱いメドベージェフを

守ってやるために、しばらくの間自分は首相に

とどまることにしたという説もあります。それ

ならば彼を少し盛り立てるような、人事や言動

をとるべきだと思いますが、プーチンはそうい

うことは一切していない。そのことから考える

と、そのような見方にも私は反論できると思い

ます。 
 
カリスマ性の有無 

 それから最後に、カリスマ性の有無は非常に

大きいと思います。プーチンは貧しい労働者の

家庭に生まれました。私も、彼が生まれた家を

３年前にサンクトペテルブルグに見にいきま

した。いまでは大統領が生まれた家としてさす

がに改装されておりまして、見苦しくない家に

なっていますが、その当時の伝記などを読みま

すと、ぼろぼろで、台所では温かい水も出ず、

共同のお手洗いで、彼は廊下の踊り場のあいた

穴の中からネズミがちょろちょろ出てくるの

を針金でいじめて遊んでいたというくらい貧

しかった。 
 それに対してメドベージェフは、両親とも広

い意味での大学教授です。お父さんはたしかサ

ンクトペテルブルクの工科関係の大学の教授

ですし、お母さんも外国人にロシア語を教える

先生で、あとはガイドをしていたかもしれませ

ん。一応大学教授の両親のぼんぼんとして生ま

れた。両方とも一人息子として生まれたのです

が、こういう出自、家庭の違いがあると思いま

す。ある意味で対照的と言っていいと思います。 
それでは、そもそもプーチンはあまたの後継

者候補の中から、なぜメドベージェフを選んだ

のか？それは先ほど申しあげたように、彼が一

番自分の路線を忠実に継続してくれる人物だ

ろうということです。これは、政治家として当

然ですね。私でももし後継者を選ぶチャンスを

与えられたらそうすると思います。彼が次にだ

れを選ぶのですかという問の前に、｢あなたは

三選に立つんですか?｣ということをしつこく
書く内外の新聞記者から聞かれたときに、プー
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チンは、｢私は憲法を一応守って、三選規定に

反しないようにします｣といった後で、必ずつ

け加えるようになっていたのは、｢しかし私も

ロシアの市民の一人として自分が好む人を後

継者に選ぶ権利はあると思う｣と。｢自分の路線

を引き継ぐ人物にバトンタッチして、そして安

心して一応引退する｣ということを言っていた。

またそのとおりになったわけですね。 
 メドベージェフが一番御しやすいという意

味からもそうですし、忠実という意味からもそ

うですし、また、自分の路線をいままでほとん

ど片腕の一人として継続してくれるという意

味で、彼が選ばれたのだと思います。 
 このことから、すでにメドベージェフはプー

チンの内外政策を継続することが運命づけら

れている。自分が選ばれたということは、選ん

でくれたプーチンの政策を継続するという含

みで選ばれた。それを裏切るわけにいかないと

いうことです。ア・ポステリオリにそういう運

命にあると言ってすらいい。したがって、いま、

米国とロシアは非常に対照的だと思いますね。

今後、オバマ民主党候補が米大統領に当選する

か、しないかは別にして、オバマの選挙スロー

ガンは｢チェンジ(変革)｣ですが、ロシアのほと
んどの人々が望んでいるのは、｢チェンジ｣では

なくて、｢コンティニュイティー(継続)｣です。
アメリカ人はいまのイラク戦争その他の状態

があまりに悪いので、この閉塞状態から脱却し

てくれる望みをオバマにかけている。それをオ

バマが吸い取っている。これに対して、プーチ

ンとメドベージェフの双頭体制は、その逆です。

いま、ゴルバチョフ、エリツィンの時代の混乱

がようやくおさまってきたのでほっとしてき

ている。このステータスクオ(現状維持)はまだ
８年しか続いていないわけです。それを１２年

も１５年も続けてほしい。メドベージェフにこ

う期待しているわけですね。 
 
現状維持と威厳を望む 

 もう少し詳しく説明します。３つのグループ

が支持しております。まず、ロシア国民の大多

数が、ステータスクオを支持している。分野別

に分けますと、政治、社会面ではようやく秩序

と安定が戻ってきた。ゴルバチョフからエリツ

ィンに続く時代はシュトゥルーム・ウント・ド

ランク(疾風怒濤)の時代であった。特にエリツ
ィン時代は、｢失われた９０年代｣、｢失われた

１０年｣であった。それをようやく逆転させて

くれたのがプーチン体制だった。 
 それから、経済的には、奇しくも同じ時期に

始まった国際原油価格の高騰によって、ロシア

経済は復調傾向にあると言っていい。それから、

そのおかげもありまして、外交的には再びグレ

ートパワーとして国際舞台にカムバックして

きた。『エコノミスト』その他の欧米の雑誌や

新聞が、悪口も少し含めて、「ベアー・イズ・

バック」(クマが冬眠生活から戻ってきた)とい
う。国際的に存在感を持ち始めたのは、プーチ

ンが政権についてからであります。 
 政治、社会、経済、外交の分野でロシアが大

きくなりカムバックしてきたことのために、現

ロシア人には心理的な癒しというか、満足感が

あるのです。これは面子や威厳を尊ぶロシア人

には非常に大きいと思います。 
 それから２番目に、今度はエリートたち、特

にプーチンの周りにいる側近たちも現状が続

くことを望んでいる。これが国民の一部と結託

というか、同様の考え方から、｢第３期政党｣

という非公式的なグループを事実上形成した

ことは、皆さんご存じだと思います。｢第３期

政党｣というのは、プーチンが２期で終わるの

ではなくて、３期続けて欲しいことを声高に叫

ぶグループで、それはいま、ついえましたけど、

それに代わるものがまさにメドベージェフ・プ

ーチン双頭体制なんですね。 
 
｢レント・シーキング｣で得する人たち 

 なぜ側近たちが現状維持を望むかというと、

彼らは「レント・シーキング」システムによっ

て非常に利益を受けている人たちなんですね。

レントというのは英語の rent で、ロシア語の
｢レンタ｣です。辞書を引いていただきますとわ

かりますが、普通、レンタル、つまり物を貸す

｢賃借料｣ということが最初に出てきますが、２
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番目に｢超過利益または過剰利益｣という意味

もあるんですね。たとえば戦後日本の土地の値

上がりによって巨額の地代が入ってきて、地主

さんが左うちわで生活した時代がありました。 
 それと同じように、いま、石油の値段が非常

に上がっておりますので、ロシア人は働かない

で、額に汗したり、手に豆をつくることなく、

かなり楽をしている。エリートたちは｢このよ

うな現状がいつまでも続けばいいなあ｣と思っ

ているんですね。そのレントのおこぼれに一番

あずかるのは、サンクトペテルブルクから来た、

あるいはＫＧＢ系のプーチンの側近の人々で

す。石油会社や天然ガスの会社の会長などに就

任して、いまやまさに笑いがとまらないわけで

すね。 
 そして、その「レント・シーキング」システ

ムのゼネラルマネジャー、または総大将がプー

チンであるわけです。ですから、わずか 8年間
で総大将が退くと、側近たちは困るわけです。

「デジューレ」が難しかったら、せめて｢デフ

ァクト｣に続いて欲しいということで、プーチ

ン・メドベージェフ体制が生まれた。もちろん

彼らはプーチンの後継者としてセーチンのよ

うなＫＧＢ出身の人物とか、イワノフ、ズプコ

フを望んだかもしれません。だが、プーチンが

国際的な反発ということも懸念して、大統領３

選に立たなかった。次のレッサーイーブルとい

いますか、セカンダリーオプション(第２希望)
として、この２人がタンデムの形で政権を組む。

事実上はプーチン体制の続行を望んだのだと

思います。 
 では、第３に、プーチン自身はどうか？私は

プーチンではないし、彼の心の内、深層心理を

読む心理学にも十分熟達していない。外部的な

状況や兆候から考えますと、やはり彼自身もそ

れほど円満な退陣、花道引退は望んでいなかっ

たのではないか。第一に、憲法遵守のゼスチャ

ーをすることができるので、この双頭体制は、

９回裏に打った奇跡的なホームランのような

ものだと思うのです。考えて、考えて、考え抜

いた挙げ句打ったホームランだと思うのです。 
 なぜ憲法を守るかというと、やっぱり国際世

論の反発を恐れる。メンツを恐れる。そして、

もしマケインなんかがアメリカの大統領にな

りましたら、ちょっとまずいことになる。よう

やく中国よりも先にＧ８のメンバーになった

わけですから、それはまずい。 
 名を捨てて実をとればいいんだ。自分が大統

領にならなくても、首相にとどまる限り、自分

の第３期政権は実質上続くと見ていい。こう考

えるに至ったのだと思うんですね。 
 それから、ちょっと矛盾しているかもしれま

せんが、次に、ロシアにとっては今後少し苦し

い時期が来る。いままでの８年ほどはよくない

かもしれない。例えば、ひょっとして原油価格

が落ちるかもしれない。インフラの疲弊が起こ

ってくるかもしれない。それから、インフレー

ションが１３～１５％に上ってくるかもしれ

ない。貧富の格差が拡大するかもしれない。そ

うしますと、これから政権を担っていくという

ことは、いままでの８年ほどは楽ではないかも

しれない。こういう心配も作用したのではない

か。一時そういう意見がロシアの内外で出たこ

とがありました。『ノーボエ・ブレーミャ』と

いう雑誌などは、そのような論調を出していま

した。この雑誌はロシアでは反体制的な雑誌で

す。この間廃刊になりました。メノン教授など

も、今後ロシアが下り坂となる。そのようなこ

とを書いていたと思います。ロシアはもうピー

クを過ぎたんだ、と。 
 
３つの保険 

 次に身辺の安全。くだらないことかもしれま

せんが、思い起こすならば、エリツィンが１９

９９年の大みそかに辞任したときに、プーチン

に「お前が次期大統領になるが、おれとセミア

(家族)の身辺だけは保障する」ことを約束させ
た。プーチンも恨みを買っていないわけでない。

いろんな事件、たとえばチェチェン戦争、原子

力潜水艦クルスク号の沈没事故、それからベス

ランとかいろんなところで、警護に少しでも隙

があれば、彼を襲うというようなゲリラ的なテ

ロリストがいるかもしれない。大統領を降りて、

一民間人になると、警備も非常に減ると思うん
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ですね。 
 それから、２０１２年、あるいはそれ以前の

時期においてすら自分が再登板したら､｢２期

８年｣の憲法を守ったことになるから、いいん

じゃないかと考えたのかもしれない。しかしそ

れだけでは不充分でありまして、３つの｢保険｣

を掛けたと思うんですね。いわゆる｢保険｣とし

て、私が考えましたのは次の３つです。１つは

「統一ロシア」の党首になって、議会を掌握す

るので、3分の 2あれば大統領をいつでも弾劾
することができるという権利を持った。次にそ

れだけでも不満で、首相にも就任して、政策実

施の最高責任者(と自分で言っています)にな
った。 
 
人事の慣例違反 

 それから、例えば人事権も大事です。メドベ

ージェフがどういうすばらしいことを理念あ

るいはビジョンとして提案しましても、結局そ

れを実行するのは部下です。そういう意味で人

事が大事なのです。今度の５月１２日の人事も、

いろんな面で、ほとんどプーチンの思いどおり

になったということは、皆さんご存じだと思い

ますね。5/12 の人事はほとんどプーチンが提
案して、メドベージェフ大統領がそれを承認し

た。それをさらに細かく申しあげますと、３つ

の点が大事です。 
 第一に、ロシアでは普通、内閣の大臣は２種

類に分かれるんですね。国防大臣、内務大臣、

検察庁長官のようないわゆる｢武力省庁｣のト

ップは大統領が決めるという慣例になってい

ます。エリツィンのときの大統領令からそうな

っていて、プーチンの８年間はそれを守って、

プーチン大統領が任命したわけですね。ところ

が今度はメドベージェフ大統領が任命すべき

なのに、プーチン首相が事実上任命した。それ

が第一番目の慣例違反ですね。 
 第二の違反は、大統領府の人事もプーチン首

相が決めるということ。その結果、オリガ・ク

リスタルノフスカヤという社会学者によれば、

メドベージェフはまるでプーチンの側近によ

って｢サンドイッチのように｣囲まれてしまっ

た。もう身動きできない。右を向いても、左を

向いてもプーチンが使っていた子飼いの部下

ばかり。自分がもともとサンクトペテルブルク

国立大法学部の同期の法曹家やエコノミスト

を連れてきたいと思っていたのに、そのような

人物は１人か２人しか採用されていない。プー

チンの部下がクレムリンからほとんどごそっ

と首相府(ホワイトハウス)に移ってきた。のみ
ならず、クレムリンの大統領府のメンバーもプ

ーチンが大統領時代に使っていた人々。これで

は、仮にメドベージェフが自分の理念や新機軸

を打ち出そうとしても、手下がいない。手足と

なってくれる部下がいない。 
 人事についてもう二点ばかりその特徴を申

しあげますと、プーチンには「シロビキ」と「リ

ベラル」という二つの派閥があります。その二

つを見事に均衡させている。バランスをとって

いることです。そして、シロビキの中で大統領

候補者をめぐって勇み足をしめし、シロビキ内

の対立を外部の新聞やメディアに漏らした人

に対しては、けんか両成敗を適用し、両方とも

罰する処置をほどこしたこと。 
 それと同時に、プーチンは自分よりも年齢の

うえの人を閑職に追いやるか、降格していると

いう傾向がみられること。このことを少なくと

も仮説として出せると思います。プーチンは、

いま５５歳ですね。そうすると、５５歳を含め

て、５６、５７、５８歳の人々は、お役御免に

なった。以下は、私の想像ですけどもＫＧＢは、

ある意味で生涯的な職業である。プーチンは

1991 年夏のクーデターの後、愛想をつかして
ＫＧＢに辞表を提出しています。これに関して

は２つの説がある。彼は本当にやめることを認

められたという説とやめることを認められな

かったという説がある。つまりＫＧＢは｢死の

職業｣というか、終身雇用制の職業。いったん

その道に入った以上抜けられない。日本のやく

ざみたいなものです。その後、彼は連邦保安庁

長官にもなりましたし、ＫＧＢとの関係は非常

に強い。 
 それでなくてもＫＧＢというのは階層的な

組織であり、上官と部下との関係は、軍隊と同
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じく鉄の規律が支配する。プーチンは確か中佐

で辞職して、退役のときに名誉で大佐に上がり

ましたが、彼の上にいる人々が煙たくてたまら

ない。彼は、昔の仲間、先輩、同輩を少しずつ

切っていった。セルゲイ・イワノフは半年違い

で、むしろプーチンよりも年下なのですけれど

も、彼すらをも切ろうとしている、降格してい

こうとしている。こういうことが言えるのでは

ないか。あくまでも私の仮説ですが。 
 そういうことで、メドベージェフがひとり歩

きしたくてもできないようにする。自分が大統

領ポストへ復帰したらそっくりその部下たち

を使えるようにした。これは、プーチンにとっ

てあまりにも意地悪い、私の見方かもしれませ

ん。序ですけれども、私はロシアに関してはか

なり辛口の意見をのべる人間。日本ではそのよ

うなレッテルを貼られているかと思いますが、

ロシアに行くと、例えばロゴフ(アメリカ・カ
ナダ研究所所長)などは｢お前は一体何年ロシ
ア研究やっているんだ。お前の見方は甘くて見

ていられない｣と言う。「おまえの見方は非常に

センチメンタルで、甘すぎる。ロシアの政治が

全然わかってない。クレムリンの政治を研究す

るのならもっと意地悪い人間になれ」といわれ

たりする。閑話休題。 
 
メドベージェフはリベラルか？ 

 メドベージェフは今後、己の独自色を出すだ

ろうか？これは、私どもが一番関心のある問い

です。メドベージェフはリベラルであるという

説がある。ここに期待をかける見解が内外を問

わず存在する。私はこれには大きな疑問符をつ

ける１人です。 
 彼は信念の人だという人がおります。これは

メドベージェフの恩師であるサプチャフとい

う人の夫人とか、そのほかの方が言うのですが、

そこには身びいきの感想が入っていると思う

のですね。自分の亡くなった夫の愛弟子だとい

うことで、「信念の人だ」というようなことを

言う。 
 クレムリン寄りの評論家の一部もそうです。

モロトフの孫であるニコーノフなども同じよ

うなことを言う。しかし私はそうは思いません。

メドベージェフはかなりオポチュニスト(日和
見主義者)な人物だと思います。「主権民主主
義」というスルコフが唱えた意見に最初は反対

しておりました。大統領選の時期が近づくに従

って、この概念についての己の見解を訂正して

きております。 
 彼はまた、ウクライナ、グルジア、モルドバ、

キルギスなどで起こった、「オレンジ革命」と

か「バラ革命」といった｢色つき革命｣がロシア

に及ぶことを非常に懸念した大論文を書き、エ

リートの団結を唱えたこともあります。 
 メドベージェフはさらに、プーチンの「レン

ト・シーキング」システムの忠実な番頭格とい

える。彼はガスプロムの会長でしたから、ガス

プロムが行ってきた外国のエネルギー企業の

ロシアからの事実上の追い出しに力を貸した。

ウクライナへのガス供給の停止。「サハリン２」

からロイヤルダッチシェル、三井物産を閉め出

した。最近ではＴＮＫ-ＢＰをいじめている―
これらの動きの背後には、メドベージェフがガ

スプロム会長としてプーチン大統領のご機嫌

をとるためにそのようなことを行ったのかも

しれない。今後もプーチンが自分の側か横か下

か上にいる限り、彼は同じようにプーチンの政

策を続けると思います。 
 では、肝心のプーチンはどうか？彼はメドベ

ージェフに権力を譲る気はない。このことを示

す発言や行動をしていることは、皆さんご存じ

と思います。 
 １～２例挙げます。まずプーチンは｢２０２

０年までの国家戦略｣を発表している。彼はも

う大統領を辞めた人です。非常に素朴な疑問を

出せば、なぜ｢２０２０年までの戦略｣を己が辞

める前に出すのか？ 
 次に、外交に関しては自分の敷いた路線をメ

ドベージェフが続けることを望む。このことを、

いろんなところで言っています。ＣＩＳ首脳に

対して、「外交は私がやめた後も変わりません

よ」ということを言ったし、ドイツのメルケル

首相に対しても、「メドベージェフは手ごわい

ですよ」と言い、暗に彼が自分の路線を引き継
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ぐロシア・ナショナリズムの思想の持ち主であ

ることを示唆した。 
 プーチンがメドベージェフを操作している

ことを皮肉った有名なアネクドートがありま

す。メドベージェフが大統領として当選した夜、

マイクロフォンに向かう彼の黒い背広に白い

糸がついているのをみて、部下が慌ててその糸

くずを取りに行こうとした。横にいるプーチン

首相が、「あれは取っちゃいけない。おれが彼

を操作しているストリング(糸)なのだから」と
言った。まさに文楽の人形を陰で黒子が操作し

ていることを示したアネクドートです。 
 

｢双頭政権｣はカモフラージュ 

 そういうわけで、次の見方が私の考え方の中

心です。自分の路線をメドベージェフが継続す

る限り、プーチンはメドベージェフを表に立て

る。もしメドベージェフが、プーチンが今まで

苦労して敷いてきた８年間の路線から逸脱す

るようになれば、メドベージェフを直ちにクビ

にして、プーチンがとってかわることとなる。

したがって、「いつまで？」と訊くのは、実は

愚問なのですね。２０１２年とか、２０１６年

とかいうのは、意味がない。時間はメドベージ

ェフ自身が決める。メドベージェフの成績が悪

ければ、いつでも、あしたにでもプーチンは彼

と入れ替わる。そういう意味で、しょせんメド

ベージェフは中継ぎピッチャーの役割のみを

与えられている。｢双頭政権｣は事実上プーチン

「第３期政権」の継続、あるいはカモフラージ

ュにすぎない。これが私の基本的な見方です。 
 そのことを申しあげた後で、私は今後はそれ

ほど単純には進まないということについて、若

干述べることにしたい。この双頭政権は、長期

的には不安定です。第一に、憲法上、制度上は

上にいる大統領を、形式的には下にいるはずの

プーチンが、一体いつまで指導、管理すること

ができるか？それはどだい元来無理な話です

し、不自然なことだと言えます。 
次のような問題があります。まずプロトコー

ル、儀典上の問題。これは、｢儀典｣と言って軽

視してはなりません。政治の世界は結局は言葉

を操るシンボルの世界です。これはカッシーラ

その他の学者の言を引用するまでもなく、そう

いうものです。たとえば、どちらのオフィスに

どちらが出向くかということ。これは大事なこ

とです。クレムリンの大統領室はもちろんメド

ベージェフが座る。今度、モスクワ川の横の｢ホ

ワイトハウス｣に首相府が置かれ、そこにプー

チンが自分の部下を連れていったわけですね。

すると、今後、二人がともに参加する合同の会

議は、一体どちらのオフィスでやるのか？どち

らが先に到着しているのか？また、どちらが先

に座っているのか？どちらが後から入ってき

て、会釈を受けるのか？このようなことが大事

になります。 
 それから、ポートレートのかけ方は一応解決

しました。プーチンとメドベージェフ以下のロ

シア政府の職員たちは、二人の顔写真を自分の

執務室の上に並べて飾るという方法で解決い

たしました。しかしそのほかにも、着席の仕方

とか、いろんな問題がある。それから、外国に

行った場合、どちらの待遇が上かということ。

外部世界では当然メドベージェフ大統領のほ

うが上になるわけで、このことにプーチンがい

つまで耐えられるか。この間から競うように二

人はそれぞれフランスとかドイツとかに行っ

て、ともに国家元首クラスの対応を受けている

わけですね。 
 次に、指揮命令系統に乱れが生ずるのではな

いかという問題があります。つまり自分たち二

人は「あうんの呼吸」で働きます。だが、部下

は、きょうＡという人から出た命令が、次の日

にはＢという人物によって否定されるといけ

ないと思って、早とちりをしないようにする。

例えば９．１１事件のときに、２人のイワノフ

(イーゴリ・イワノフとセルゲイ・イワノフ)が、
｢仮定論としても中央アジアにアメリカ軍の基

地ができたり、それを利用させることはない｣

と、早とちりで発言してしまった。そのために、

後でプーチンが｢それを認める｣と言ったとき

に、二人は大いにメンツを失ったわけですね。 
 こういう例が示しておりますように、今度、

メドベージェフの部下が、大統領の言葉イコー
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ル最後の声だと思って、その日の午後実行し始

めたら、翌朝、プーチン首相がそれに異論を唱

えた場合、実にぐあいが悪い事態になる。｢き

ょうの仕事は待って、お二人のご意見が一致す

るときを待って･･･｣などと言っていたら、危機

管理などできなくなってくるのではないかと

思うわけですね。 
メドベージェフが今後成長して、徐々に独自

色を出して、部下も養成していく－－このよう

な可能性を我々は考えておかなければならな

い。 
 それからもう一つ。メドベージェフが選ばれ

ることによって不満を持ったシロビキたちが、

いつまでもメドベージェフの下に大人しくつ

いていくだろうか。こういった理論上の疑問も

あります。 
 さらに、もっと大きな問題がある。すなわち

経済的、社会的難問が今後のロシアを直撃する

ということがある。 
 まず､｢原油生産がピークを過ぎたのか｣とい

う問題。２つの説がありますね。２～３日前に、

田畑伸一郎・北大スラブ研究センター教授(経
済担当)に聞きますと、まだピークを過ぎたと
自分は思っていない。仮にピークを過ぎたとし

てもロシア経済は安定しているので心配ない

と答えた。ちょっと楽観論と思いましたが、イ

ンフレはやはり最大の問題である、と。二けた

の亢進。特に食物、その他ですね。 
 それから、インフラストラクチャーが疲弊し

てきて、フルシチョフ時代につくられた住宅や

橋梁その他が疲弊してくるのではないか。 
 メドベージェフが取り組んでいる問題で、隠

しておりません深刻な問題は、汚職、腐敗、犯

罪の横行、蔓延。プーチンの時代にますますひ

どくなり顕著となってきた。 
 それから、経済的、社会的格差の問題もある。

一方において『フォーブス』誌に載るような億

万長者が続々と生まれている反面、庶民の生活

は依然として貧しい。貧困ラインにあえぐ人々

も依然として多い。  
 それから、人口の減少。少し持ち直してはい

るけれども、長期的にはロシアにとって大きな

問題です。 
 
｢新しい冷戦｣の時代？ 

 最後に外交面での困難について、一言だけ述

べて終わりたいと思います。 
 最近、ご存じのように、｢新しい冷戦が始ま

った｣という発言が時々聞かれるようになりま

した。そういうタイトルを掲げた本も１～２冊

出ております。冷戦(Cold War)というのは、も
ともとメタファー(比喩)ですから、何とでもい
えるわけです。どのくらい冷たかったら、冷戦

が始まったというのか？新冷戦が始まったと

いえるのかは、答えのない議論、議論するに値

しない議論です。けれども、最近、米ロがちょ

っとぎくしゃくしているということは、まず確

かな事実のようなんですね。New Epoch of 
Confrontation(新しい対立期)。カラガーノフ
というロシアの政治学者は、略してＮＥＣとい

うような用語を用いています。また｢不安定な

対立の新時代｣といって､”the new era of 
uneasy confrontation”という言葉を使ってい
る別の専門家もいる。 
 アメリカとロシアとの間では9/11 の直後、
蜜月時代がしばらく続いたのですが、それがこ

のところ揺らいでいるということは、まず間違

いない。具体的には、ブッシュがミサイル・デ

ィフェンスを東ヨーロッパのポーランドとか

チェコ共和国に強引に配備しようとしている。

また、ウクライナ、グルジアへとＮＡＴＯが東

方拡大しようとしている。イラン、イラク、コ

ソボ、その他で米ロは激しく対立している。 
 
米ロの価値観対立 

 その根本には、民主主義や自由主義に対する

｢価値観｣が対立している事情がある。ロシアは

｢主権民主主義｣という言葉を使っている。｢ロ

シアの土着の文化、伝統に即した民主主義を実

施する｣というわけです。これはプーチンの就

任前の｢２１世紀の変わり目における演説｣の

中にはっきり出ている。｢もう西側のモデルを

猿まねしませんよ｣という、ある意味で当然の

ことなのですね。それが｢独自の民主主義｣、｢垂
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直的民主主義｣、「主権民主主義」などという形

容詞をつけたのですが、伊東孝之・早稲田大学

教授によりますと、形容詞や修飾語をつけると

きは、大抵まゆつばものである。民主主義は民

主主義以外の何物でもない。 
 そして、アメリカの大統領が一体誰となりま

しても、やはり米ロ間における｢価値観｣の対立

は続くのではないかと思います。そのことを

我々は予定に入れたおく必要がある。 
 ヨーロッパとの関係は、米英によるイラク武

力攻撃の後、アメリカに対抗するという意味で

よかったのですけれども、ロシアのヨーロッパ

との関係もこのところぐあいがちょっと悪く

なってきている。まずイギリスとは一番よかっ

た。サッチャーがゴルバチョフを早くから認め

ましたし、次にプーチンをブレアが認めた。プ

ーチンとブレアは同い年なんですね。そういう

こともありまして、プーチンの最初の訪問国が

イギリスだった。が、ご存じのように、リトビ

ネンコの事件やブリティシュ・ペトロリアム

(BP)の事件もあって、現在ではロシアにとって
はイギリスとの関係が一番悪いといってさえ

よいかもしれません。 
 フランス、ドイツも、指導者が交代したこと

によって、以前ほどはよくない。そして、ロシ

アに対する不信感が特に目覚めたのは、ウクラ

イナに対する天然ガスの供給を一時、２日か３

日中止した事件によってですね。ロシアは果た

してエネルギー資源の安定供給源として信用

できるのかということに疑問符をヨーロッパ

の国が突きつけて、つまり、ヨーロッパの｢ゲ

ームのルール｣をロシアは守ろうとしない。す

なわち、Pact Sunta Servanta(契約は守らざる
べからず)という、ローマ法以来のルールを守
ろうとしない。「価値観」が違ってもやってい

けると思っていたヨーロッパとロシアもまた

ぎくしゃくしてきた。 
 もちろん、地理的に隣国同士であり、ヨーロ

ッパとロシアはお互いを必要としております

から、限界はありますけれども、このところ関

係のぎくしゃくが目立ってきた。 
 

中ロの蜜月関係はピークを過ぎた 

 中国との関係についていうと、｢蜜月の終わ

り｣というのは若干言い過ぎかもしれません。

が、中ロ関係もピークを過ぎたというのが、大

体の見方のようですね。 
 中国とロシアの間にはもともと先天的に相

容れない要素がありましたが、一時的に後天的

な要素で、お互いがお互いを必要とする関係に

ありました。後者の要素がだんだん薄れてきた

んですね。まず先天的な要素としては、国境線

を共有しているということ。そのために､両国

はどうしても相手を心から信用できないとい

う運命にあるわけですね。だから仲よくしなき

ゃならないともいえますけれども。いったんこ

じれると、国境線をめぐってダマンスキー島の

ような事件も起こるわけです。 
 極東における人口のアンバランスがあまり

にも大き過ぎる。中ロ両国とも経済が少し上向

きになってきましたので、かつて明かに存在し

た経済的相互補完関係が減少してきました。む

しろ韓国や日本との間で貿易パートナーの関

係を結びたいという欲が出てきたということ

がいえますね。それの一つのあらわれかもわか

りませんが、中ロ間の武器輸出は、そろそろ買

うべきものは買い、売るべきものは売り尽くし

た。もうこれ以上は己の安全保障にかかわるよ

うな武器しか残っていない。それは売れない。

こういうところまで来ているのではないか。 
 エネルギーの価格をめぐってもいろいろ対

立しているようです。ロシアは隣の中国にエネ

ルギーを輸出すれば一番いいわけですけど、む

しろ日本のように、約束をきちっと守って、買

い叩かないような国のほうがいい。こういう風

に認識が変わってきているとも聞いておりま

す。 
 それから、ＳＣＯ(上海協力機構)も順風満帆
ではなくて、主導権争い、その他が起こってい

る。要するに、中国とロシアとの間ではそろそ

ろ「利害」の対立が目立ってきた。 
米国との間には「価値観」の対立がある、ヨ

ーロッパ諸国の間には、｢ゲームのルール｣の対

立がある、中国との間には「利害」の対立があ
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るということで、ロシアは、今後これらそれぞ

れの国と微妙な関係を調整していかなければ

ならない。 
 それから、４番目の頭痛の種としては、ＣＩ

Ｓ（独立国家共同体）の中の国々が、徐々にロ

シア離れをして、西側のほうに接近しようとし

ていること。その最も頭の痛いのがウクライナ、

グルジアでしょう。これら両国がＮＡＴＯやＥ

Ｕに加盟したい。すでにＷＴＯにも加盟してい

て、ロシアの参加に条件をつける。 
 
日本はお呼びでない！？ 

 最後の結論は実に単純で、皆さんがっかりさ

れるようなしりつぼみの結論です。日本はどう

すべきかということですが、当分の間ロシアの

関心は、いい意味でも悪い意味でも日本には向

かってこない。したがって、こちらから動く必

要もないし、動いてもチャンスもない。 
 まず外交は、プーチン首相が決定し、ラブロ

フ外相が実施する。あるいは、今度駐米大使を

やめて帰ってきたユマシェフが担当するとい

うことになっていて、メドベージェフがやるわ

けではない。したがって、洞爺湖サミットで来

日するメドベージェフをあまり追いかけても、

新しい発言は聞かれないだろう。そして、外交

上の優先順位上、日本はお呼びでない。まずア

メリカ、ヨーロッパ、中国。このたびもプーチ

ン、メドベージェフは、カザフスタン、中国、

フランス、ドイツを訪問したけれども、洞爺湖

サミットでメドベージェフが行くということ

で、プーチンは日本には来ようとはしない。 
 それから、何よりもプーチンは「領土の一体

性」を信じている確信犯だと思った方がいい。

たしかに、彼の権力は強大。が、強大な権力を

持っているからと言って、日本が望むような外

交をしてくれるような人物ではない。したがっ

て、短期的にはほとんど日本にはチャンスも希

望もない、と。そういうときにこちらのほうか

ら動き出すのは、外交的に愚の骨頂である。こ

う私は考えます。 
 そのうち、ひょっとするとメドベージェフが

ひとり歩きするようになるかもしれない。対米、

対欧、対中関係が一段落して、あるいはそろそ

ろそれらの関係がはかばかしくいかないこと

が分かったときに、これらの国々に対する牽制

球として日本にちょっかいをかけるために、日

本に注意を向けるかもしれない。 
 経済的には、原油や天然ガスといった原料供

給地として、｢北のサウジアラビア｣と呼ばれる

地位に満足できないという一種の焦りから、製

造業、ＩＴ産業や省エネでは先輩格である日本

との関係を良好なものにしようと思って、ロシ

アが日本に接近してくることがあるかもしれ

ない。もし動くとすれば、そのときに一気呵成

に動いたらよいのではないか、と思います。 
 

質 疑 応 答 

 
司会 先生はソ連時代のことについても深く

研究してこられたわけですけれども、ソ連共産

党の時代、あるいは帝政ロシアの時代も含めて、

ロシアというのは、やはり強大な一つの権力に

よって統治されてきたというのが伝統的な流

れかなと思うのです。そうだとすると、今の｢２

頭体制｣というのは、歴史の流れからすると変

調を来しているということなのか？あるいは、

きょうのお話を伺っていると、実質的には一重

権力の亜流のようなものなんだというお話な

のかなという気もします。 もし２頭体制とい

うものがロシアの流れからすると、｢異端｣、｢変

調｣であるとすれば、これは遠からず一重権力

体制に必ずなるのだ、という見方になるのでし

ょうか？ 
 それからもう一つ、ロゴフさんのお話がござ

いましたけれども、クレムリンは厳しい見方を

せねばならないというお話でした。これもソ連、

ロシアの歴史をみると、ロシアの権力というの

は独裁、あるいは強権的支配とか、非常に強い

権力が特徴的であったと思います。そうすると、

やはりこれからメドベージェフ政権がどうな

るのかわかりませんが、ロシアにリベラルな政

権というのは存立し得ないのだろうか？ここ

は強権的、独裁的な色彩の強い政権にならざる

を得ないということなのでしょうか？ 
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木村 非常に重要かつ難しいご質問です。第一

のご質問は当然だと思います。いま、ロシアの

クレムリン寄りの評論家の中には、たとえば先

ほど名前を挙げました、モロトフの孫のニコー

ノフなどは、いまの状態はロシアの歴史の中で

初めて起こることではなくて、二重権力的なこ

とは既に以前にもあったのだと言います。例え

ば、エリツィンのときにプリマコフとか、ひょ

っとしたらチェルノムイルジンという人が割

合力を持っていたということを例として、彼は

挙げるのです。しかし私はそれは一時的なこと

であった。あえて反論すれば、エリツィンの健

康が非常に悪かった例外の時で偶々起こった

こと。週に３日くらいしかクレムリンに出てこ

られないような状態の例外的なことであって、

それを前例として挙げるのはちょっとどうか

なと考えます。 
 ２番目の質問に関係しますけれども、私もロ

シア史をやっている以上、ロシアがリベラリズ

ムのほうに向かい、単一人物の独裁でない時代

が来ることを望み、宿命論的な断言はしたくな

いのですけれども、甚だ残念ながらどうも単純

な理論が事実に当てはまる。つまり、あのよう

な大きな国で、あのような歴史的な発展を遂げ

た国では、いまのメドベージェフとプーチンも、

二重権力というのは間違いであって、一重権力

である。二重権力という言葉は間違っても使っ

てはいけないと思いますね。 
私も、一日本人の研究者として、自分が研究

している国がリベラルになり、民主的になって

ほしいという気持ちでやっている。 
偏狭とか、例外とかアバレーションとか、そ

ういうふうなことは時々は起こりますけれど

も、いままでのところはない。しかし、それは

将来もないということではないと思いますね。

例えば、ロシアのインテリなどは、私どもより

もある意味でもっと西洋的というか、自分の信

念、イデオロギー、考えをしっかりと持ってい

る人々ですから、いまは｢長いものには巻かれ

ろ｣的なことを言っていますけれども、いざ、

何かチャンスがあれば、我々以上に欧米人に近

い独立性を示す人々ではないかと思いますね。 
 
質問 メドベージェフ大統領の重点施策の一

つに、汚職対策というのがあるかと思います。

特に私が疑うところでは、シロビキ対策がこれ

に関連しているのではないかという感じもす

るわけです。というのは、｢シロビキ｣と言って

も、その内部は複雑で、内部抗争をやっていた

という経緯があります。それについてメドベー

ジェフは、先ほどおっしゃったようにシロビキ

とは関係のない、距離を置いたところの人物で

すから、むしろそういうことがやりやすいとい

う意味もあって、汚職対策というのに力を入れ

ているのではないか。そのように見ると、この

汚職対策というのも権力闘争が形を変えたも

のではないかという感じもしますが、如何でし

ょうか？ 
もう一点、今度の新しい人事で、シロビキが、

全体としてどういうふうに処遇されたとみて

いらっしゃいますか？ 
 
木村 まず第一番目の質問(汚職対策)を、二つ
に分けたいと思います。メドベージェフ・プー

チン双頭体制が汚職に対する戦いに重点を置

いているということ。これは、まさにご指摘の

とおりです。それをさらに二つに分けますと、

まず、その意図は何か？それは深いこともおっ

しゃったので、つけ加えることはございません

けれども、私なりにもう一度勉強のために復習

いたしますと、一つは、メドベージェフはサン

クトペテルブルク(昔のレニングラード)国立
大学法学部出身、民法か司法の大学の講義を行

っていた人物。彼はやっぱり｢法の支配｣とか、

｢法的ニヒリズム｣に対する戦いが、いまのロシ

アに一番必要だと、自分の出身や経歴から考え

たのだと思いますね。 
第二に、プーチン治世下の８年間、いろんな

意味でプラスがあったのですけれども、最大の

マイナスは、汚職の横行。たしかサターロフ(エ
リツィン時代の大統領補佐官)は、このことを
徹底的に追及するような論文や発言を行って

います。聞きしにまさるひどいものですね。 
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しかし、三番目には、まさにおっしゃった点

も含まれているのではないかと思います。それ

は権力闘争の一環であって｢シロビキ｣が汚職

と関係している。それによって栄えている。だ

からそれを抑えるためには、彼らの収入源また

は権力の基盤であるダーティーな面を掃除し

なければいけない。そういう点が確かにあると

思います。 
それが１の前半の部分です。後半の部分は、

にもかかわらず私はそれは成功しないと思い

ます。ロシアから汚職をなくすというのは至難

のわざです。そういうことを徹底的にやったら、

プーチン・メドベージェフ政権は逆に反乱を起

こされるかもしれない。だれも彼のもとでは働

こうとしない。それから、もう一つ私の意地悪

な見方があります。プーチンとメドベージェフ

自身が、体制絡みの汚職のところにいる、彼ら

は完全にきれいな立場にいるわけではないこ

とです。メドベージェフ氏は確かにきれいな人

で、賄賂的なものは１銭も受け取っていない人

だと思いますが、私のいう「レント・シーキン

グ」システムを擁護しているという関係におい

て、彼にも責任の一端がある。 
一説によると、プーチンも、４０００億ドル

を、スイスか海外の銀行に預金していて、世界

一のお金持ちだと。これは、大統領選挙戦のと

きに、反プーチン派(シロビキ派)が出したリー
クでしょうけれども。体制と密接に絡まってい

る汚職は、いくら見せしめの汚職対策をやって

も限界がある。一定限度しか成功しない宿命に

あると思います。 
それから二番目のご質問(シロビキの処遇)

について。シロビキが今度の人事でどうなった

かというと、まずセーチンのようなシロビキは、

表向きはプーチン新首相のもとに連れていか

れたのです。しかし、シロビキは、陰の黒子で

いるときにこそ実力を発揮する。副首相などの

地位を与えられて、これこれの仕事を分担しな

さいといわれると、公式なお表舞台では彼らは

神通力を失ってしまう。したがって 5/12 の人
事は実質的には一種の降格人事でないかとす

ら思うくらいです。 

つまり、政治の世界では、黒子が表に出るよ

うになったらおしまいなのです。黒子は陰にい

て、闇の世界で暗躍している限りにおいて、責

任を問われることなくそのうまみも満喫でき

るのです。 ところが、今度、ほとんどの人物

が表舞台へと出てくることになったのです。こ

れは、シロビキに対する処罰とさえ言っていい。

プーチン流のえげつないやり方だ。そういう意

味で、リベラルやエコノミストや法律家たちと

バランスがとれていると思います。 
そして、二番目の特徴は、シロビキの中で、

経歴や年令の点で自分より上の者や同等の者

を、プーチンは徐々に削除していっている。シ

ロビキを全部一時に敵に回すと反乱が起きま

すので、徐々にやる。私は、プーチンというの

は人事の天才だと考えています。今度の人事

(5/12)でも彼の天才ぶりが遺憾なく発揮され
て、「公」の名前のもとに「私」のものが出て

いる。 
Ｈ・ラスウェルというアメリカの政治学者が

言いました。「政治とは何か？私的なものをオ

ブラートに包んで、公的なものとして追求する

術にほかならない」と。私は大学１年生のとき

にそれを読んで、何と単純な定義だと思ったの

です。それをまさしく実行しているのが、日本

の政治家であり、外国の政治家であり、アメリ

カの政治家であり、そしてプーチン自身だと思

います。 
プーチンは、今回の何げない(５月１２日)人
事で、複数の目的を達成しようとしている。彼

は、この一事からみても、端倪すべからず人物

です。メドベージェフなんていうのはお釈迦様

の手のひらの上で踊る人形で、ちょろいという

か、いいとこのぼんぼんで、全く勝負にならな

い。 
逆にいうと、プーチンがやめる気は全くない

ことを示していると思うのです。プーチンが本

当にドミトリー・トレーニンその他のリベラル

なロシアの評論家の一部がいうように、メドベ

ージェフを育てていき、次第に権力を禅譲して

いく。もしそうだとしたら、こんなことをしな

くていいと思うのです。 
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クレムリンの大統領執務室での着席場所が、

好例です。これまで通りに、向かって左側に坐

らないで、5/7 以後は右側に坐るべきだった。
メドベージェフが遠慮しても｢今日からはあな

たが左側に坐らなければなりません｣と言っ

て･･･。官僚たちがオフィスに飾るポートレー

トも、メドベージェフ大統領の写真 1枚でいい
はずです。プーチンがメドベージェフを自分の

後継者として育てていきたいと思うのならば、

彼をいろんな意味で盛り立てていって、自分は

一歩引くのが当然ですね。外国に行くのでも、

フランスに行かない、北京の五輪開会式にも行

かない、｢私も疲れたから、しばらくは、半年

くらい、黒海のソチかどこか南米ででも遊んで、

リラックスしたいと･･･｣こう言っても少しも

おかしくないわけですね。ところが、プーチン

の実際のやり方や言動を見ると、｢おれは絶対

譲らない。おれが事実上のナンバーワンであ

る｣ということを示したがっている。このよう

にしか思えない言動をとっている。 
 
司会 先生からいただいた資料(p16～17)に人
事の一覧表が載っています。せっかくですので、

この表をごらんになっていただきながら、ポイ

ント解説をしていただけませんか？ 
 
木村 この一覧表の見方は、まずホワイトハウ

ス(首相府)のほうに行った人物がほとんどが
シロビキで、かつてのプーチンの部下だった人

だということです。派閥の欄で、プーチン派は

Ｐ、メドベージェフ派はＭとしてあります。メ

ドベージェフとプーチンがダブっている場合

は疑問符をつけてあります。 
首相の下にいる｢第一副首相｣のイーゴリ・シ

ュヴァロフはこれからウオッチすべき人物だ

と思いますね。この人は、いわゆるサンクトペ

テルブルク派でなくて、モスクワ大学出身。す

でに３３才くらいのときから自分は将来首相

になると公言したくらいの野心家です。もっと

も、その野心はしばらくの間挫折していました

が。この人は要注意。プーチンが外遊したとき

とか万一の病気のときは、シュバロフが首相代

行を務める。 
次に、｢副首相｣が５人いること。その中で注

意すべきは、３番目にいるセルゲイ・イワノフ

が第一副首相から副首相に降格されたことで

す。これは珍しいことです。降格というのはな

いのですけれども、メドベージェフが、これだ

けは自分の意見をのんでくれと条件を出した

のではないでしょうか。というのは、イワノフ

はメドベージェフと並ぶ大統領候補でしたか

ら、自分と同じ大統領候補がいつまでも横にい

るとぐあいが悪いわけです。 
それから、アレクセイ・クドリンが｢副首相

兼財務相｣として残っています。この人はメド

ベージェフ派というか、エコノミスト派です。

珍しくシロビキ派に対抗している人物。今回、

罷免されるであろうといううわさも飛びまし

たけれども、この人が閣内に残っているという

ことは非常に大事なことですね。プーチンはバ

ランスをとっている。 
それと同時にこういうこともあると思うの

です。プーチンは、クドリンに非常に個人的に

恩義を感じているし、また実際上近しいのです。

メドベージェフと同じぐらい可愛がっている

人物です。私の極端な意見かもしれませんけれ

ども、プーチンが博士論文を書いたときに、盗

作、代作という２つのうわさが立ちました。盗

作というのはアメリカの学者の中で１２０％

正しいという自信のある人まで出てきている。

仮に盗作でなくても、部下が盗作した。つまり

代作である。その部下とはクドリンなのです。

クドリンに対しては、もうまさにメドベージェ

フと同じぐらい、兄弟のような近しさがあるの

で、彼をクビにするということはできないのだ

と思いますね。 
それから、アナトリー・セルジュコフ。これ

は国防相で、この間参謀総長のバルエフスキー

を罷免させた男です。要注意かもしれません。 
それからアレクサンドル・コノヴァロフ。メ

ドベージェフ派の唯一の人物。メドベージェフ

と大学時代の同期でしょう。 
それから一覧表のクレムリン(大統領府)の
側へと移ります。注目すべきは、ＫＧＢ系やプ
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ーチンの部下が多くて、メドベージェフ派は一

人(コンスタンチン・チュイチェンコ)だけです。
大統領府のメンバーは他にもたくさんいるの

ですが、プーチン派ばかりなので、この人物を

代表的に挙げました。 
シロビキ派の中で降格された主な人物。プー

チンが人事の天才だと思うのは、誰であれ一気

にクビにはしないのですね。 
余談になりますけれども、先ほどお話しした

プーチンの生まれ育った家は、ぼろぼろの共同

住宅で、おもちゃを買ってもらえなくて、壁の

穴にすんでいるネズミを針金でつっついてお

びき出していじめるのが唯一の遊びだった。あ

るとき、大きなネズミがプーチンに向かって飛

びかかってきた。文字どおり日本のことわざで

いう“窮鼠猫をかむ”ですね。それ以来、部下

を追い詰めてはいけない、部下を完全に罷免し

てしまうと、反対派に回ってしまうとの教訓を

学んだのかもしれません。 
その例がカシヤノフだと思います。カシヤノ

フ首相は、野に下ってこの間の大統領選のとき

には反対派に回りましたね。それ以来(あるい
はそれ以前から)プーチンは、部下を一度に降
格しないで、徐々に降格していく。少しずつ弱

めていく人事操縦術を採っています。 
パトルシェフはこの間スキャンダルを起こ

しました。つまりシロビキ内の抗争で、クドリ

ンの部下を逮捕したものですから、降格。しか

しその代わりに与えられた安保会議書記は必

ずしも降格ポストではないという説もありま

すけれども、私は事実上の降格とみます。 
セーチンはシロビキのナンバーワン。セーチ

ン派というのを率いている。先ほどいいました

ように、プーチンは、副長官にした。 
兵器調達庁長官チェルケソフ。兵器調達庁長

官というのは、最近できたばっかりのポストだ

から降格人事とみなしていい。これも、彼がパ

トルシェフと組んでいろいろスキャンダルら

しいことを起こしたから。ウスチノフもまた別

のスキャンダルを起こした。彼も降格させられ

た。セルゲイ・イワノフも先ほどいいましたよ

うに降格です。 

こういうふうに、プーチン首相は 5/12 人事
で必ずしもシロビキを優遇していないんです

ね。しかしだからと言って、プーチンがシロビ

キ派を攻撃して、メドベージェフを守っている。

こう考えたらそんな甘い見方は噴飯ものだと

思います。バランスをとるのがプーチンのこれ

までの人事の要諦ですし、今後もバランスをと

っていくのです。 
シロビキ派が強くなり過ぎると、少しそれを

弱くする。また反シロビキ派が強くなり過ぎる

と、シロビキ派を強くする。このことによって、

常にバランスをとる。大統領後継者でも、イワ

ノフとメドベージェフを立て、互いに競わせま

したように、人事では常にバランスをとる。メ

ドベージェフ派は、強いて数えても３人くらい

しかいない。 
この日以後の人事として、参謀総長のユーリ

ー・バルエフスキーがついに更迭されたという

こと。駐米大使(9 年間)のユマシェフという実
力派が首相府のほうに戻ってきた。彼を顧問と

して使ってプーチンが外交をやる。ユマシェフ

は対米強硬派。ということで、アメリカとの関

係も今後厳しくなるのではないかということ

です。 
 
質問 プーチン路線というのは一体何だとい

うように理解されているんでしょうか？メド

ベージェフはプーチン路線を継承するという

ことなんだけれども、確かに国益第一のナショ

ナリストであるということはわかります。一方、

ソ連体制のもろさというのを彼はＫＧＢとし

て目の当たりにしているわけですよね。あの体

制には戻ってはいけない。やはり国を世界に向

かって開いていかなければ、世界経済のおこぼ

れにもあずかれないということも十分知って

いる。果たして外資が逃げ出すような極端なこ

とはできないだろう･･･となると、木村先生の

おっしゃっている｢プーチン路線｣というのは

一体どういうことを念頭に置いて言っていら

っしゃるのでしょうか？ 
 
木村 非常に鋭いご質問で虚をつかれたよう
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に思いました。私自身、プーチンが登場した直

後にちょっと慌て過ぎるほど、準備もないまま

に書いたのが、『プーチン主義とは何か』とい

う本でした。角川ライブラリーの第一シリーズ

で出した。自分自身がまさにそういうタイトル

の本を書いてながら、いまのご質問にはドキッ

とさせられました。 
しかし、その本の中で書いたことをちょっと

思いつくままにお答えいたします。その旧著の

なかでは｢プーチン主義｣を、私はネガティブに

しか定義していませんでした。それはどういう

ことかというと、プーチン主義とはゴルバチョ

フ主義とエリツィン主義の否定である。アンチ

テーゼである。しかし、プーチンが登場し、５

月に就任してまだ半年後の秋に私はその本を

出版したものですから、そのときはそういうだ

けで許されたと思うのですね。これからプーチ

ンは、ゴルバチョフとエリツィンがやったこと、

特にエリツィンがやったことを、エリツィンに

任命されたにもかかわらず、否定していく。私

はそのとき、我ながら鋭い直観を持っていたと

思います。 
しかし、では今度、プーチン主義というのを

ポジティブに定義すると、どのような定義にな

るのか？これこそが、いまのご質問の趣旨だと

思うのです。お答えも実は少し示唆されたので

すけれども、ネガティブな否定の延長にポジテ

ィブが来る。彼はやはり「安定した強いロシア

の再建」がポジティブな目標だったのでしょう。

それを、彼はほぼ８年間でかなりの程度まで実

現した。だが、まだまだ｢強いロシア｣ではない

らしいのですね。 
例えば、軍事力。アメリカの国防予算の１０

分の１ぐらいでしょうか。ＳＩＰＲＩ(ストッ

クホルム平和研究所)が発表した数字によると、
現ロシアは世界６位くらい。日本が５位。軍事

力という一番力を入れているところでもまだ

弱いわけですから、おっしゃるとおり、プーチ

ンはＫＧＢ出身者としてリアリティーという

か、ロシアの置かれている現実をみているはず

だと思います。 
プーチン・メドベージェフ体制は、ロシアを

ますます強くして国際的な存在感と発言力を

持つ国にしていこうと思っているのではない

でしょうか。しかし、それは彼なりのやり方で

あって、我々から考えると、経済力をつけると

か、そのために軍事力を減らすとか、起債して

経済力をつけるとか、国民の生活、福祉を強く

するとか、マスメディアをもう少し自由にする

とか、国民の福祉の充実とか－－そういう下か

らのイニシアティブがあって初めて、ロシアは

真の意味で強くなる。このように考える。しか

しそれはあくまで西側流の考え方かもしれま

せんね。 
それに対して、プーチンはやはり生まれ、育

ちと、職業上からいって、そういうことをやる

とかえって危険で、本当の意味でのロシアは強

くならないと考えて、メドベージェフのもとで、

いままでの路線を続けさせていこうとするの

ではないでしょうか。そうすると結論は、｢ロ

シアは決して真の意味での強い国にはならな

い｣ということになる。それが日本にとってい

いことか悪いことかわかりません。そのことを

別にしてロシアは、真の意味での偉大性や国際

的な尊敬を獲得する国とはならないのではな

いでしょうか。 
文責・編集部 
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メドベージェフ・プーチン双頭体制 

Ⅰ．「ホワイトハウス」（首相府）のメンバー（Ｐ＝プーチン派、Ｍ＝メドベージェフ派） 

人名 派 
閥 

年 
齢 

現ポジション   前ポジション  備考 

ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ・プーチン P 55 首相 大統領  

ｲｰｺﾞﾘ・シュヴァロフ M 41 第一副首相 大統領補佐官（経済） G8担当 
ﾋﾞｸﾄﾙ・ズプコフ P 66 第一副首相 首相  
ｾﾙｹﾞｲ・ソビャーニン P 49 副首相兼政府官房長

官 
大統領府長官 ｢メ｣選挙戦責任者 

ｲｰｺﾞﾘ・セーチン P 47 副首相 大統領府副長官 
ロスネフチ会長 

 

ｾﾙｹﾞｲ・イワノフ P 55 副首相 第一副首相  
ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ・ジューコフ P 51 副首相   
ｱﾚｸｾｲ・クドリン M? 47 副首相兼財務相   
ｾﾙｹﾞｲ・ラブロフ Ｐ 58 外相 外相 再任 
ｱﾅﾄﾘｰ・セルジュコフ Ｐ 46 国防相 国防相 再任 
ｾﾙｹﾞｲ・ショイグ Ｐ 53 非常事態相 非常事態相 再任 
ｴﾙｳﾞｨﾗ・ナビウーリナ   経済発展・貿易相 経済発展・貿易相 再任 
ﾗｼﾄﾞ・ヌルガリエフ   内務相 内務相 再任 
ﾄﾞﾐﾄﾘｰ・コーザク  49 地域発展相 地域発展相 再任 
ｱﾚｸｾｲ・ゴルデーエフ   農業相 農業相 再任 
ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ・コノヴァロフ M  法務相 沿ボルガ連邦管区大統

領全権代表 
Mと同窓 

ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ・ボルトニコフ P 56 連邦保安庁(FSB)長
官 

ＦＳＢ局長 
 

昇格 
 

 
 
Ⅱ．「クレムリン」（大統領府）のメンバー 

 
人名 派 

閥 
年 
齢 

現ポジション   前ポジション  備考 

ﾄﾞﾐﾄﾘｰ・メドベージェフ M 42 大統領 第一副首相  

ｾﾙｹﾞｲ・ナルィシキン P 53 大統領府長官 副首相 KGB 
ｳﾗｼﾞｽﾗﾌ・スルコフ P 43 第一副長官 副長官兼補佐官 昇格 
ｱﾚｸｾｲ・グロモフ P 48 副長官 大統領府報道官 昇格 
ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ・ベグロフ P  副長官 大統領府監査部長 昇格 
ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ・チュイチェンコ M 42 補佐官 ｶﾞｽﾌﾟﾛﾑ・ﾒﾃﾞｨｱ会長 KGB歴 
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Ⅲ．「シロビキ」派の盛衰 

 
人名 生年月日 現ポジション 前ポジション 備考 

ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ・プーチン 1952.10.7    

ﾆｺﾗｲ・パトルシェフ 1951.7.11 安保会議書記 ＦＳＢ長官 降格 
ｲｰｺﾞﾘ・セーチン 1960.10.7 副首相 大統領府副長官＆大統

領補佐官 
 

ﾋﾞｸﾄﾙ・チェルケソフ 1950.7.13 兵器調達庁長官 麻薬(違法流通)取締国
家委員会議長 

降格 

ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ・ウスチノフ 1953.2.25 南方管区大統領全権

代表 
法相 降格、ｾｰﾁﾝの親戚 

ｾﾙｹﾞｲ・イワノフ 1953.1.31 副首相 第一副首相 降格 
ﾋﾞｸﾄﾙ・イワノフ 1950.5.12 麻薬取締国家委議長 大統領補佐官  

 
 
Ⅳ．メドベージェフ派 

 
人名 派 

閥 
年 
齢 

現ポジション   前ポジション  備考 

ｲｰｺﾞﾘ・シュヴァロフ M?  第一副首相 大統領補佐官 首相代行 

ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ・コノヴァロフ M  法務相 沿ボルガ連邦管区大統領

全権代表 
昇格 

ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ・チェイチェンコ M  大統領補佐官 ｶﾞｽﾌﾟﾛﾑ･ﾒﾃﾞｨｱ会長  
      

 
 
Ⅳ．その他の人事 

 
人名 生年月日 現ポジション 前ポジション 備考 

ﾕｰﾘｰ・バルエフスキー 1947.9.1. 安保会議副書記 ロシア軍参謀総長 降格 
ﾕｰﾘｰ・ユマシェフ  首相付外交担当官房副長

官 
駐米大使（9年間） 対米強硬派 

     
 

 
 


